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１.研究テーマ 

 現在、日本では男女平等が推進されている。厚生労働省によると、2015 年 8

月 28 日に女性の活躍をより進めるために、女性活躍推進法が成立し、2016 年

4 月から施行された。これにより、女性のワーク・ライフ・バランスを取り組

む企業が多くなっている。また、2016 年 3 月に男女雇用機会均等法を改正す

る法律等が公布され、妊娠・出産等に関するハラスメント防止措置義務が新設

し、2017 年 1 月 1 日から施行された。この男女雇用機会均等法の改正によ

り、女性は妊娠、出産しても育休や産休取得しやすくなり、解雇されない措置

が取られるようになった。 

  以上のような政府の方針であるが、議会や政治は男性中心であると言われ

ている。現在の安倍政権においても女性閣僚は片山さつき地方創生担当相 1 人

にとどまっている。また、2018 年 4 月現在の日本の国会における女性議員の

割合は衆議院で 10.1%、参議院で 20.7%と世界 193 カ国中 158 位と世界の各国

の女性割合議員数と比べても非常に少ない数字であることがわかる1。 

 女性活躍推進法が推進されているのにも関わらず、議員の女性の数が少ない

ということは、議会においても性別によって不公平が生じるような制度や性差

別があるのだろうか。どの要因が性別によって不公平が生じるような制度や性

差別に関連があるのか。それを検討する。 

 

2.先行研究の検討 

 議会もしくは社会における性差別や性別による不公平について検討するため

に以下の論文を用いた。そこで性別が政治や政治家の行動に与える影響につい

ての研究を概観する。 

 相打(2000)は政治を男性からの視点で分析している。アメリカの例で、クリ

ントン政権第１期の時に、閣僚や政府の機関の長に女性が多数任命されるな

                                                 

1 日本経済新聞「女性議員、日本は 158 位 「輝く社会」目標達成せず 」2018

年 3 月 3 日付 



ど、女性の権利や利益などの積極的な方針が打ち出される一方、これに反発す

る右派の攻撃もまた激化した。さらに、相打（2000）によれば、男性から見た

視点で、性差別があるかどうかを感じるのはイデオロギーや当選回数が関わっ

ている。また、保守的な人ほど、女性の社会進出を望んでいない可能性があ

る。 

 そもそも女性が社会進出つまり政治に参加することが珍しいこととされるの

は、実際女性の政治参加が少ないからである。笹川平和財団（2016）の報告に

よれば、女性の政治参加が少ない理由は、政治が男性中心的な価値と規範にし

たがって組織されていおり、男性の生活様式までもが政治に介入しているた

め、とされる。したがって、女性の政治参加を増やすためには、伝統的で強力

な家父長制の打開や女性視点の政治の認識が必要とされる。 

 加えて、女性の政治参加つまり男女平等問題に関してはイデオロギーの変化

が強い関係をもつことが指摘されている。久保（2009）は 2008 年アメリカ大

統領選挙における民主党予備選で、民主党候補指名争いをヒラリー・クリント

ンとバラク・オバマが競い合った事例をとりあげ、候補者の性によって票数が

どのように変化するかを調査している。久保（2008）によれば、票の動向は、

民主党のイデオロギー変化が強く関係している。人種問題でも男女平等に関し

ても、20 世紀初頭以来、民主党が進歩的で平等主義的な改革の党であったこと

が関係している。つまり、進歩的な政党であるからこそ、大統領候補として女

性が指名争いに参加することになったと言える。 

 

 以上より、政治の世界における男女平等や女性の政治参加が推進される背景

には、イデオロギーが関係していることがわかる。伝統的な価値観や保守的な

考えがあり、家父長制の構造をとる社会においては、男女平等は推進されな

い。逆に、進歩的な環境であるほど、女性の政治参加が進み、男女平等が実現

されやすいと言える。 

 

3.仮説 

 先行研究が示唆するところは、保守的な社会においては性差別が存在する可

能性があること、保守的な価値観を持つ人は男女平等にも拒否感をもつ、とい

うことである。本研究では東京都議会議員をとりあげる。東京都議会におい

て、男女平等に対して拒否感をもち、性差別は存在しないと主張する議員はど



のような議員であるだろうか。 

 ここで 2 つの仮説を提示する。 

 第一に、保守的な人は女性の社会進出を望まないことから、性差別の存在を

認めない議員は、保守的なイデオロギーを持つ議員である、という仮説をたて

る。  

 第二に、年齢が高い議員は、女性の政治参加に対してよいイメージをもって

おらず、したがって性差別の存在を認めないという仮説をたてる。 

 以下では、これらの仮説を検証するために、東京都議会議員に対する調査デ

ータを用いて分析を行う。 

 

4.分析 

 津田塾大学中條ゼミにおいて、2018 年 10 月 17 日から 11 月 27 日にかけて

東京都議会議員 126 名を対象に web 調査を行い、46 の有効な回答を得た。 

そこで本研究では、東京都議会議員における男女平等の認識とその要因につい

て分析する。具体的には、議員が性別による不公平が生じるような制度が存在

しているかという認識と性差別の認識を従属変数とし、独理宇変数としてイデ

オロギーや、年齢、性別、当選回数などを用いて分析を行う。本稿の予測は、

保守的で、年齢が高い男性の場合は、女性の社会進出に否定的で性別による不

公平感を認識しておらず、年齢が高い女性であり、当選回数が長いほど性別に

よる不公平感を認識するというものである。以下では、性別が政治や政治家の

行動に与える影響についての研究を概観する。 

 

5.分析方法 

 上に述べたデータのうちから、本研究の分析に用いた変数は以下の通り（表

1）である。分析の前に、分析で用いる変数の平均値と分散、そして変数同士

の相関係数を求めた。その結果が表 2 と表 3 である。 

 



 
 表 1 変数の一覧 

 

        
   表 2 変数の平均値と分散                 表 3 変数同士の相関係数 

 

 以上の表 2 から、都議員の年齢の平均は 50 歳前後であることがわかる。表 3

の変数同士の相関係数から、「性別による不公平感」の年齢の相関が正の数字

であることから、年齢と「性別による不公平感」は正の相関があることがわか

る。この相関係数の結果から、性別と年齢は目的変数である「性別による不公

平制度の認識」と「性別による不公平感」に関連していると解釈できる。目的

変数「性別による不公平制度の認識」のさいは、ロジスティック回帰分析を用

い、目的変数 Q7 b のさいは重回帰分析を用いて、関連を調べる。また、「性

別による不公平制度の認識」と性別のクロス表（以下表 4）と「性別による不

公平感」と性別のクロス表を調べた（以下表 5）。この結果から、「性別によ



る不公平制度の認識」と性別、「性別による不公平感」と性別のクロス表は関

係がありそうであることがわかるので、回帰分析を行う。 

 

 
表 4 「性別による不公平制度の認識」と性別のクロス表 

 

 
表 5 「性別による不公平感」 と性別のクロス表 

 

6.分析結果 

 以上の相関係数の結果から、性別と年齢は目的変数である「性別による不公

平制度の認識」と「性別による不公平感」に影響を与えている可能性があるた

めに、回帰分析を行なった。 

 

①「性別による不公平制度の認識」を目的変数とした場合 

 性別による不公平制度の認識を目的変数とし、説明変数にイデオロギー、性

別、年齢、当選回数を入れロジスティック回帰分析を行なった。有意水準を

10%にした場合に以下の結果になった。結果は表 6 の通りである。 

 



 
表 6 性別による不公平制度の認識を目的変数としたロジスティック回帰分析 

 

 この表 6 の結果から、性別と年齢は目的変数「性別による不公平制度の認

識」に影響があることがわかった。つまり、年齢が低いほど、現在の都議会に

おいて、性別による不公平が生じるような制度は存在していると考えられてい

るとわかった。女性である場合でも同じことが言える。しかし、仮説の第一で

あるイデオロギーの p 値は有意水準 10%以上であり、イデオロギーは目的変数

にまったく影響を与えていないことがわかった。また、当選回数も目的変数に

まったく影響を与えていないことがわかった。 

 

 以上の表 6 の結果から、高齢男性である場合、高齢女性である場合、若手男

性である場合、若手女性である場合、で性別による不公平制度の認識に対する

影響が異なるかもしれないと考えたため交互作用項を作成し、ロジスティック

回帰分析を行なった。結果は表 7 の通りである。 

 

 
表７ 表６のロジスティック回帰分析に説明変数性別と年齢の交互作用効を含

めた結果 

 



 この表 7 の結果、性別と年齢の交互作用項は有意水準 10％よりも大きいため

に、交互作用項は目的変数「性別による不公平制度の認識」に影響を与えない

ということがわかった。このことから、性別、年齢の単体の変数では目的変数

「性別による不公平制度の認識」に影響を与えるが、その 2 つの交互作用項は

目的変数「性別による不公平制度の認識」に影響を与えない。また、年齢が若

い女性ほど現在の都議会において、性別による不公平が生じるような制度は存

在していると考えられている傾向があることがわかる。 

 

②「性別による不公平感」を目的変数とした場合 

 「性別による不公平感」を目的変数とし、説明変数にイデオロギー、性別、

年齢、当選回数を入れ回帰分析を行なった。有意水準を 10%にした場合に以下

の結果になった。結果は表 8 の通りである。 

 
表 8 「性別による不公平感」 を目的変数とした回帰分析の結果 

 

 この回帰分析の結果から、性別の p 値は有意水準 10％以下であることがわか

る。女性であると、「性別による不公平感」に関連があるということがわかる。

女性は制度の問題に限らず都議会での様々な活動において、あなた自身が性別

による不公平を感じたり、あるいは他の都議会議員が性別による不公平を感じ

ているのを見聞きしたことはある傾向がある。また、仮説の第一であるイデオロ

ギーの p 値は有意水準 10%以上であり、イデオロギーは「性別による不公平感」

にまったく影響を与えていないことがわかった。 

 

7.結論 

 男性中心主義である議会において、いまでも性別によって不公正が生じるよ

うな制度や性差別があるのだろうという仮定に対し、上記の分析結果から、現



在の都議会において、性別による不公平が生じるような制度は存在している、

また制度の問題に限らず都議会での様々な活動において、都議員自身が性別に

よる不公平を感じたり、あるいは他の都議会議員が性別による不公平を感じて

いるのを見聞きしたことは少なからずあるということがわかった。また、分析

結果から、若いほど、女性であるほど、都議会のなかでも性差別を感じている

ことが判明した。仮説の第一であるイデオロギーが都議会における性差別や性

別による不公平さにもまったく影響を与えていないこともわかった。 

 政府によって男女平等、女性活躍が推進されている今現在においても、性別

による不公平や差別は完全になくなっていないということが分析で証明され

た。この論文を通して、解明されたことは日本社会が男女平等になるには簡単

ではないということだ。しかし、性別による不公平や差別がなくならない原因

は、はっきりと解明されていないため、今後の課題にしたい。 
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